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発行　雲南市農業委員会 情報委員会
　　　雲南市木次町里方 521-1　TEL：0854-40-1092 ／ FAX：0854-40-1059

藤
ふじ
原
はら
　正
まさ
博
ひろ
さん（三刀屋町給下）

　藤原さんは給下周辺の田５ha、畑50ａで水稲や野菜を
栽培されています。一昨年飯南町で農業研修をされた後、
実家の農業を継承されました。野菜は年間通じて季節野菜
を栽培され、取材に伺った３月上旬はネギやホウレンソウ、
高菜、インゲン、パクチーなど葉物野菜が中心です。毎日
市内の産直市場へ出荷されています。水稲苗の準備やネギ
の栽培面積も拡大したため、これからはさらに忙しい日々
が続きます。藤原さんのこだわりはおいしい米や野菜を作
るための土づくりで、野菜などの状態を見ながら研究をさ
れています。
　「給下で生まれ育ってきたのでここにある農地を何とか
守っていきたい」と今後の思いも力強く語られていました。

出荷される野菜出荷される野菜



意見書回答の詳細は農業委員会ホームページに掲載しています。 2

え
て
い
る
。

②
今
年
度
、
非
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
コ
ー
ト
肥

料
と
非
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
を

用
い
た
水
稲
の
実
証
栽
培
を
実
施
し
た

が
、
単
年
度
の
結
果
で
は
判
断
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
継
続
的
な
情
報
収
集
と

検
証
を
行
う
。
ま
た
、
こ
う
し
た
新
技

術
に
よ
る
環
境
負
荷
低
減
の
取
り
組
み

は
農
業
に
欠
か
せ
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

③
雲
南
市
農
業
担
い
手
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

事
業
補
助
金
に
て
有
機
農
業
に
取
り
組

む
た
め
の
機
械
、
施
設
導
入
に
対
し
て

補
助
額
の
加
算
を
予
定
し
て
い
る
。

⑷
畜
産
振
興 

①
肥
育
セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
１
市
２
町
、
島
根
県
お
よ
び
Ｊ
Ａ

し
ま
ね
と
い
う
構
成
で
雲
南
農
業
振
興

協
議
会
の
内
部
機
関
と
し
て
「
雲
南
地

域
畜
産
振
興
検
討
会
」
を
設
置
し
、
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
繁
殖
、
肥
育
、
販

売
の
地
域
一
貫
体
制
の
堅
持
を
基
本
と

し
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

①
本
年
度
、タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
た
が
、

次
年
度
以
降
は
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の

活
用
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
航
空

写
真
や
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
な
ど
の
先
駆

的
な
シ
ス
テ
ム
導
入
の
協
議
を
進
め

る
。

雲
南
市
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る

意
見
書
回
答
（
要
旨
）

　

昨
年
10
月
24
日
に
農
業
委
員
会
で
は
令
和

５
年
度
の
雲
南
市
農
業
振
興
施
策
に
関
す
る

意
見
書
を
石
飛
市
長
へ
提
出
し
、
こ
の
度
、

２
月
13
日
に
意
見
書
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
回
答
書
の
概
要
に
つ
い
て
、
次

の
と
お
り
掲
載
し
ま
す
。

⑴
農
家
支
援 

①
農
業
者
グ
ル
ー
プ
の
機
械
整
備
な
ど
を

支
援
す
る
地
域
農
業
サ
ポ
ー
ト
支
援
事

業
の
要
件
を
見
直
し
事
業
を
継
続
す
る
。

②
産
直
市
場
へ
出
荷
し
て
い
る
中
小
規
模

農
家
へ
の
支
援
策
と
し
て
産
直
出
荷
用

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
整
備
支
援
を
行
っ

②
島
根
県
の
事
業
を
活
用
し
て
市
で
は
サ

ン
シ
ョ
ウ
の
産
地
化
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
畜
産
で
は
自
給
粗
飼
料
の
生
産

拡
大
の
必
要
性
か
ら
牧
草
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
作
物
の
生
産
を
検
討
し
推
進
す

る
。

⑴
令
和
３
年
豪
雨
災
害
の
農
地
、

　
農
業
用
施
設
の
復
旧 

①
こ
れ
ま
で
応
急
的
な
土
砂
撤
去
や
仮
設

用
水
の
確
保
を
実
施
し
て
き
た
。
道

路
・
河
川
の
災
害
復
旧
が
先
行
し
て
い

る
が
建
設
事
業
者
の
協
力
を
得
て
農
地

や
農
業
用
施
設
災
害
の
早
期
復
旧
に
努

め
る
。

⑵
鳥
獣
被
害
対
策 

①
狩
猟
免
許
取
得
助
成
や
駆
除
活
動
助
成

に
よ
り
５
年
間
で
狩
猟
免
許
所
持
者
数

が
91
人
の
増
と
な
っ
た
。
必
要
な
支
援

に
つ
い
て
は
今
後
も
猟
友
会
な
ど
の
意

見
を
参
考
に
し
て
鳥
獣
被
害
防
止
に
努

め
る
。

②
市
内
で
は
、
５
、６
グ
ル
ー
プ
の
サ
ル

の
群
れ
を
確
認
し
て
い
る
。
完
全
な
被

害
防
止
は
困
難
で
あ
る
が
、
今
後
大
型

檻
や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
を
活
用
し
て
サ
ル
対

策
を
強
化
す
る
。

⑶
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
へ
の

　
取
り
組
み 

①
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
農
業
分

野
に
お
け
る
取
り
組
み
強
化
の
検
討
を

行
い
、
農
業
施
策
に
反
映
し
た
い
と
考

て
い
る
。
ま
た
、
栽
培
技
術
指
導
は
島

根
県
東
部
農
林
畜
産
振
興
セ
ン
タ
ー
・

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
雲
南
地
区
本
部
と
連
携
し

て
専
門
職
員
を
配
置
し
な
が
ら
出
荷
者

へ
の
助
言
・
指
導
を
行
い
、
生
産
技
術

の
向
上
を
図
る
。

⑵
担
い
手
農
家
の
育
成
と
支
援 

①
新
規
就
農
希
望
者
へ
は
、
島
根
県
、
Ｊ

Ａ
し
ま
ね
お
よ
び
農
業
委
員
会
な
ど
の

各
専
門
を
交
え
た
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
専

門
的
知
見
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な

が
ら
推
進
す
る
。

②
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
へ
は
、
毎
月
、
ふ

る
さ
と
島
根
定
住
財
団
、
島
根
県
農
業

部
、
雲
南
市
関
係
課
お
よ
び
雲
南
市
担

い
手
支
援
室
の
担
当
者
が
集
ま
っ
て
定

住
就
農
連
絡
会
を
開
催
し
、
情
報
共
有

お
よ
び
個
々
の
希
望
者
へ
の
個
別
対
応

な
ど
を
検
討
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
移
住
促
進
に

努
め
る
。

③
島
根
県
と
連
携
し
な
が
ら
半
農
半
Ｘ
支

援
事
業
な
ど
を
導
入
し
て
推
進
す
る
。

⑶
荒
廃
農
地
対
策 

①
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
、
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
組
織
に
お
い
て
は
、
交
付
金

の
活
用
に
よ
り
荒
廃
農
地
対
策
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

令和５年度１
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
つ
い
て

２
中
山
間
地
域
に
お
け
る

農
業
の
継
続

３
農
業
委
員
会
へ
の

活
動
支
援

２月13日　石飛市長より回答書をいただきました２月13日　石飛市長より回答書をいただきました

▲農業委員会
　ホームページ

農委だより



地域の農業などに関する最新情報が分かります。
　毎週発行月額　　700円（送料、税込み）　申し込みは　農業委員会まで。3

 ３．特記事項 
⑴機械や育苗の運送経費は別途双方協議のうえ決定する。
⑵田植作業やハーベスターによる脱穀作業、籾摺作業の際、補助者が必要な場合は委託者負担とする。
⑶コンバイン、バインダーによる刈り取り作業の際、稲の倒伏程度により１割倒伏・１割加算の基準で、また

ほ場の軟弱の程度により双方協議のうえ料金を加算する。
⑷深耕、稲わらの処分など、一覧表に無いものは別途双方協議のうえ決定する。
⑸色彩選別のみの作業の際は、別途双方協議のうえ料金を加算する。
⑹農作業料金に影響を及ぼす事態が生じた場合は、雲南市標準農作業料金検討協議会で協議し、決定した事項

については広報などで周知することとする。
 ４．ほ場条件 
　※ほ場一区画の面積が 10ａ以上、おおむね乾田であるほ場での作業を想定して料金を算定した。
　　したがって、一区画10ａ未満のほ場、また10ａ以上でも不整形のほ場は、双方協議のうえ料金決定する。

～令和５年度　雲南～令和５年度　雲南市市標準農作業料金等一覧表～標準農作業料金等一覧表～
雲南市標準農作業料金検討協議会において、次のとおり決定しましたのでお知らせします。

★この料金はあくまで標準の料金です。作業条件などにより双方協議のうえ決定してください。
★備考欄ならびに３．特記事項、４．ほ場条件に記載してある事項については、それぞれの実情に応じて決めてください。
★ここに定めのない農作業については、双方協議のうえ行ってください。
★この標準農作業賃金・農作業料金は、令和５年４月１日から適用します。
★この標準農作業賃金・農作業料金は、消費税抜きの金額です。� 雲南市標準農作業料金検討協議会

 １．農作業賃金 
作業区分 種　別 単　位 金額（円） 備　　　　考
農作業 一般農作業 1 日 8,000

 ２．農作業料金（消費税抜き） 　　
作業区分 種　別 単　位 金額（円） 備　　　　考

耕 　 　   起 10ａ 7,500 ・ほ場周囲の機械作業が困難な場所の作業は委託
者が行う 

・通し代とは、荒代、植代を同一人が受託して行
う作業である 

代　掻　き
荒
あ ら

　　　代
し ろ

10ａ
3,340

植
う え

　　　代
し ろ 5,650

通　し　代 8,990
畦 　 塗 　 り １ｍ 60 ・機械作業 

機 械 田 植
一般田植機

10ａ
8,430 ・肥料は別料金 

・枕地の手植え、欠株の補植は委託者が行う 側
そくじょう

条施
せ

肥
ひ

型 8,900
育　　　苗 硬

こ う

　化
か

　苗
な え １箱 840 ・種子代を含む

防 　 　   除 10ａ 2,320 ・農薬は別料金

刈　　　取 コンバイン 10ａ 20,930 ・籾運搬費は別途
バインダー 10,470

ハーベスター 10ａ 10,470

乾　　　燥
18.0％以下

30㎏
380

18.1％～ 30.0％ 830
30.1％以上 940

籾 　 摺 　 り 30㎏ 550
色 彩 選 別 30㎏ 370 ・籾摺りからの一連の作業料金

≪令和５年４月１日改定≫

地域名 平均額 最高額 最低額 筆数

田

雲南市全域 6,100円 10,200円 2,000円 298（107）
大 東 町 6,600円 10,000円 2,000円 74（� 23）
加 茂 町 7,000円 11,600円 2,700円 73（� 49）
木 次 町 3,900円 3,900円 3,900円 7（� � 7）
三 刀 屋 町 3,600円 5,800円 1,600円 21（� 12）
吉 田 町 6,200円 7,000円 3,000円 100（� 17）
掛 合 町 3,500円 5,000円 3,000円 34（� � 0）

畑 雲南市全域 2,600円 5,000円 1,300円 11（� � 0）

～ 雲南市賃借料情報 ～～ 雲南市賃借料情報 ～ ≪令和４年１月～12月公告分≫

（　）内は物納数・（10a、１反あたり）

農地法が農地法が
一部改正されます一部改正されます
 内容 　下限面積要件の

撤廃
 とき 　令和５年４月１日

から
※令和５年３月受け付け分

より適用
　詳しくは農業委員会まで
問い合わせください。
☎ 0854-40-1092

農委だより



うまいもんうまいもんうまいもん
うんなんの

シリーズ
今
回
は
こ
れ

　

農
業
委
員
会
の
情

報
委
員
メ
ン
バ
ー
の

「
ち
ょ
っ
と
こ
れ
！
た

べ
て
み
ー
だ
わ
！
」

と
い
う
商
品
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

4

に
と
一
品
一
品
が
丁
寧
に
盛
り
付
け

ら
れ
た
古
い
器
や
美
由
紀
堂
さ
ん
の

器
が
料
理
を
引
き
立
て
て
い
て
、
二

人
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

最
近
、
も
う
一
つ
の
楽
し
み
と
し

て
、
ロ
ー
ス
イ
ー
ツ
ク
リ
エ
イ
タ
ー

Ｌリ

リ

カ

ｉ
Ｌ
ｉ
ｃ
ａ
さ
ん
の
、卵・小
麦
粉・

白
砂
糖
な
ど
を
使
わ
な
い
ぜ
い
た
く

な
ス
イ
ー
ツ
も
加
わ
り
ま
し
た
。

　
店
内
で
は
、
時
折
他
の
作
家
の
方

の
作
品
も
並
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
作
家
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
す

る
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。 

（
佐さ

藤と
う　
博ひ
ろ

子こ

）

令和
４年度

農業委員会

研修会
農業委員会

研修会

チ
モ
チ
触
感
を
味
わ
え
る
こ
と

で
す
。
新
た
な
米
粉
と
し
て
高

温
で
製
粉
し
た
ア
ル
フ
ァ
化
米

粉
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
の
後
、
女
性
委
員
に
よ

る
米
粉
を
使
っ
た
お
す
す
め
の

料
理
と
遊
学
一
粒
の
会
（
加
茂

町
）
に
よ
る
ア
ル
フ
ァ
化
米
粉

を
つ
な
ぎ
と
し
た
そ
ば
も
並

び
、
石
飛
市
長
や
市
議
会
議
員

な
ど
の
方
々
に
も
試
食
し
て
い

た
だ
き
雲
南
市
の
特
産
と
し
て

広
め
て
い
き
た
い
と
好
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

空き農地バンク
登録状況

令和５年２月10日現在

登録番号 所在地 地目 面積 (㎡ )
21-01 大東町下佐世 畑 496
21-02 大東町下佐世 畑 31
21-07 大東町西阿用 田 443
21-08 大東町西阿用 田 180
21-09 大東町西阿用 田 1,049
21-10 大東町西阿用 田 1,064
21-11 大東町西阿用 田 987
21-14 大 東 町 新 庄 田 364
21-15 大 東 町 新 庄 畑 329
21-16 大 東 町 新 庄 田 1,652
21-17 大 東 町 新 庄 畑 136
21-18 大 東 町 新 庄 田 2,602
22-01 大 東 町 須 賀 田 928
22-02 大 東 町 須 賀 田 659
22-03 大 東 町 須 賀 田 991
22-04 大 東 町 須 賀 田 495
22-05 大 東 町 須 賀 田 404
22-06 大 東 町 大 東 田 627
22-07 大 東 町 大 東 畑 310
22-11 大東町西阿用 田 1,345
21-06 木次町東日登 田 443
21-12 木 次 町 新 市 畑 293
21-13 木 次 町 新 市 畑 13
21-19 木次町上熊谷 田 504
21-20 木次町上熊谷 畑 84
21-21 木次町上熊谷 畑 1,235

　

水
稲
経
営
も
、

国
際
価
格
の
変
動

に
よ
り
燃
料
や
肥

料
価
格
が
高
騰
し

て
不
安
定
な
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
米
の
生
産
と
消
費
の
好
循
環

を
後
押
し
す
る
べ
く
、
前
回
の

「
い
な
た
ひ
め
」
で
紹
介
し
た
、

あ
そ
び
ば
キ
ッ
チ
ン
代
表
佐さ

さ々

木き

久く

美み

さ
ん
に
「
古
く
て
新
し

い
食
品
～
米
粉
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
米
粉
は
古
く
は
奈
良
時
代
か

ら
文
献
に
あ
り
、現
代
も
団
子・

笹
巻
き
・
お
せ
ん
べ
い
等
多
用

さ
れ
る
食
材
で
す
。

　
食
の
嗜
好
の
多
様
化
や
核
家

族
化
な
ど
の
影
響
に
よ
る
食
生

活
の
変
化
で
米
離
れ
が
進
み
、

米
の
消
費
量
や
１
日
で
食
べ
ら

れ
る
ご
飯
の
量
も
昭
和
40
年
に

比
べ
て
半
分
以
下
に
減
少
し
た

こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

米
粉
の
優
れ
て
い
る
点
は
、

グ
ル
テ
ン
が
含
ま
れ
て
い
な
い

た
め
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

方
で
も
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
ま

す
。
粘

り
が
あ

る
の
で

つ
な
ぎ

と
し
て

使
え
る

他
、
モ

▲講演する佐々木さん

▲米粉が使われた料理

編 

集
後 

記

　

今
も
中
山
間
地
域
の
農
家
人
口

が
全
国
的
に
減
少
し
て
行
く
の
は

な
ぜ
か
。
そ
れ
は
、
中
山
間
地
域

で
生
活
す
る
に
は
、
必
需
品
の
お

金
を
稼
ぐ
力
が
弱
く
、
将
来
に
希

望
が
持
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

今
か
ら
約
70
年
前
、
日
本
の
人

口
の
約
半
分
が
農
村
地
域
に
住
ん

で
い
た
。
そ
し
て
全
世
帯
の
半
分

の
６
０
０
万
戸
以
上
が
農
業
を
営

ん
で
い
た
。
そ
の
約
半
分
が
兼
業

農
家
で
あ
り
、
閑
散
期
に
は
「
出

稼
ぎ
」を
し
て
い
た
。
こ
の
時
代
、

日
本
経
済
の
高
度
成
長
に
伴
い
、

若
者
は
都
会
で
就
職
す
る
た
め
農

村
か
ら
離
れ
、
そ
の
多
く
は
戻

る
こ
と
な
く
農
業
後
継
者
が
減
っ

た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
都
市
部
の

人
口
は
増
え
、
近
郊
農
地
は
住
宅

地
へ
変
わ
っ
た
。

　

現
在
、
日
本
の
農
家
の
総
所
得

の
う
ち
農
業
収
入
は
13
％
未
満
で

あ
る
。
そ
の
割
合
は
昭
和
50
年
で

は
約
30
％
で
あ
っ
た
。
同
時
期
以

降
、可
処
分
所
得
は
ほ
ぼ
２
倍
へ
、

生
活
費
も
２
倍
に
な
っ
た
こ
と

で
、
小
規
模
農
家
で
は
以
前
に
比

べ
て
所
得
が
50
％
増
加
し
、
一
人

当
た
り
の
可
処
分
所
得
が
２
倍
に

な
り
、
生
活
基
準
が
上
昇
し
た
。

　

乱
暴
だ
が
、
こ
の
変
遷
を
市

内
の
農
家
の
視
点
で
見
る
と
、

農
業
産
出
額
の
戸
平
均
値
は
約

１
１
６
万
円
、
家
族
２
．９
人
と

推
定
し
た
場
合
、
最
低
２
倍
か
ら

３
倍
の
「
外
貨
」
所
得
が
欲
し
い

と
こ
ろ
だ
。

　

つ
ま
り
「
兼
業
農
家
の
さ
ら
な

る
勧
め
」
で
あ
る
。
中
山
間
地
域

の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
掛
け
る

に
は
、
上
質
な
「
外
貨
を
稼
ぐ
職

場
」
が
近
隣
に
欲
し
い
。
ま
だ
足

り
て
い
な
い
。�

（
Ｗ
・
Ｈ
）

　
　

　
今
回
は
加
茂
町
三
代
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
「
山や

ま

猫ね
こ

庵あ
ん

」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

山
猫
庵
店
主
で
作
家

で
も
あ
る
着
物
リ
メ
イ

ク
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
家
の　
杏あ

ん

－
ｊジ

ュ

ン

ｕ
ｎ

－

さ
ん
と
陶
芸
作
家
の
美み

由ゆ

紀き

堂ど
う

さ
ん
で
す
。
カ
フ
ェ
で
は
二
人

の
作
品
が
迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
二
人
が
作
る
料
理
は
、
地
元
産
で

四
季
折
々
の
旬
の
野
菜
と
、
こ
だ

わ
っ
た
出
汁
と
塩
、
そ
し
て
生
姜
な

ど
の
薬
味
も
使
わ
れ
、
素
材
を
生
か

し
た
や
さ
し
い
味
付
け
に
な
っ
て
い

て
、
身
体
に
良
い
も
の
を
バ
ラ
ン
ス

良
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
味
が
移
ら
な
い
よ
う

　
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
、
食

味
を
楽
し
め

る
米
粉
に
よ

る
米
の
販
路・

消
費
拡
大
で

少
し
で
も
豊

か
で
や
り
が

い
の
あ
る
農

業
経
営
に
取

り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。
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